
入
炉
（
小
間
切
）

出
炉

床の間

床の間

壁床

炉
の
切
り
方
（
八
炉
）

茶
室
と
炉
の
切
り
方

丸
畳
（
京
間
と
関
東
間
）

台
目
畳

給
仕
口

本勝手逆勝手

良く作られる
本勝手隅炉に
良く似た点前

あまり作られない

あまり作られない

あまり作られない

裏千家　大炉
炉の大きさ
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（四畳半のサイズ）
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1
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1
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1
/
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台
目
畳

丸
畳

京
間
畳

関
東
間
畳

道
具
畳

居
前

道
具
畳

居
前

台目畳
（台目切）

台目畳の寸法

丸畳1/4

丸畳1/4

丸畳
（四畳半切）

台目畳
（隅切叉は向切）

丸畳
（隅切叉は向切）

隅
切

向
切

台
目
切

上
げ
台
目
切

四
畳
半
切
（
広
間
切
）

床の間

床の間
不審庵の給仕口

床

茶道口

茶道口

給仕口

給仕口

庭玉軒の給仕口

床

正客

正客

正客

・
道
具
畳
に
切
る
の
を
入
炉
、
無
い
も
の
を
出
炉
。

・
『
隅
切
』
『
向
切
』
『
台
目
切
』
『
四
畳
半
切
』
各
々
に
『
本
勝
手
』
『
逆
勝
手
』
を
か
け
合
わ
せ
て
八
炉
。

・
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
て
い
な
い
炉
の
切
り
方
も
あ
る
。

・
『
裏
千
家
茶
道
教
科　

特
殊
点
前 

炉
』
の
点
前
に
無
い
も
の
は
逆
勝
手
の
『
隅
切
』
『
台
目
切
』

・
上
図
の
よ
う
に
向
切
に
す
る
と

　

正
客
の
目
の
前
に
炉
が
あ
り
窮
屈
に
な
る
。

・
下
図
の
よ
う
に
隅
切
り
の
ほ
う
が
良
い
（
待
庵
）

　
二
畳
茶
室
の
炉
の
切
り
方

・
上
図
の
よ
う
に
隅
切
に
す
る
と
亭
主
と
客
が
遊
離
し
た
感
じ
。

　

下
図
の
よ
う
に
亭
主
と
客
の
間
に
炉
を
切
る
の
が
良
い
。

　

炭
点
前
の
拝
見
の
姿
は
、
人
が
火
に
集
ま
る
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

の
か
た
ち
が
で
き
る
。　

　
三
畳
茶
室
の
炉
の
切
り
方

・
今
日
庵
は
下
座
床
の
た
め
、
隅
切
に
す

　

る
と
、
湯
を
く
む
た
び
に
、
正
客
に
背

　

を
向
け
た
よ
う
に
な
る
た
め
向
切
が
良
い

京
間
畳
、
中
京
間
畳
は
畳
寸
法
を
基
準
に
、

そ
の
外
側
に
柱
が
く
る
。

関
東
間
畳
は
柱
間3

尺
を
基
準
に
、

そ
の
内
側
に
畳
を
入
れ
る
。

台
目
畳
は
、
主
に
小
間
の
茶
室
の
、
点
前
座
に
使
わ
れ
る
畳
サ
イ
ズ
。

丸
畳
の
約1

/
4

を
除
い
た
大
き
さ
の
畳
（
ギ
リ
ギ
リ
点
前
が
で
き
る
サ
イ
ズ
）　
　

点
て
た
お
茶
を
出
す
炉
の
横
は
、
清
浄
な
場
所
の
為
、

そ
こ
を
通
る
の
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
御
菓
子
を
出
す
時
な
ど
は
、
別
に
給
仕
口
が

必
要
と
成
り
ま
す
（
台
目
切
の
時
）

茶
室
の
間
取
り
（
二
）

6
尺
 
1
8
1
8
m
m

3尺
909mm

中
京
間
畳


